
 

 

 

               
 

 
宮城県沖の地震活動の評価 

 
 

○  ８月 16 日 11 時 46 分頃に宮城県沖の深さ約 40km でマグニチュード(M)7.2 の地震（最

大震度６弱）が発生し、東北地方の太平洋沿岸で微弱な津波を観測した（第 146 回地震

調査委員会評価文「2005 年 8 月 16 日宮城県沖の地震の評価」参照）。活動は本震－余震

型で推移し、余震活動は減衰してきている。９月 14 日 16 時までの最大の余震は、９月

12 日 04 時 28 分に本震付近で発生した M4.7 の地震である。これらの余震は、主として牡

鹿（おしか）半島沖合の東西約 40km、南北約 30km の範囲内に、太平洋プレートの沈み込

みに沿って西傾斜で分布しており、本震はこの南東端に位置している。今回の地震は太

平洋プレートと陸のプレートの境界で発生した地震である。 

 

○  地震観測による震源過程の解析結果によると、本震の主要なずれ破壊を生じた領域は

破壊開始点付近にあったと推定されている。 

 

○  GPS 観測の結果によると、本震の発生に伴って、牡鹿観測点(宮城県石巻市)が約６cm

東に移動するなど、宮城県を中心に南東から東方向の移動が観測された。また、牡鹿観

測点の約５cm を最大に、牡鹿半島周辺で沈降が観測された。これらの GPS 観測結果から

推定される震源断層モデルは、本震の発震機構や余震分布と概ね整合している。なお、

現在までに顕著な余効変動は観測されていない。 

 

○  本震の東北東約 80km 付近では、８月 18 日頃から地震活動が始まり、24 日と 31 日にそ

れぞれ M6.3 の地震が発生するなど活動が活発化した。発震機構はいずれも北西－南東方

向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートと陸のプレートの境界で発生した地震と

考えられる。９月４日以降、地震活動は次第に低下してきており、収まりつつある。 

 

○  今回の地震は、地震調査委員会が想定している宮城県沖地震の震源域の一部が破壊し

たものと考えられる。しかし、地震の規模が小さいこと、及び余震分布や地震波から推

定された破壊領域が想定震源域全体に及んでいないことから、引き続き地震調査委員会

が想定している宮城県沖地震の発生の可能性がある。 

 
  

 

平成１７年９月１４日 

地震調査研究推進本部 
地 震 調 査 委 員 会 



気象庁作成 

 

今回の地震 

領域ａ 

震央分布図（1923 年８月以降、M≧6.0） 

８月 16 日 宮城県沖の地震 

震央分布図（2002 年以降、M≧1.5） 

領域ｃ内の地震活動経過図 

領域ｂ内の地震活動経過図、 

回数積算図 

（深さ 70km 以浅） 

2005 年８月 16 日以降の活動を○で表示している。 

1936 年宮城県沖地震

1978 年宮城県沖地震

今回の地震 

領域ｃ 

領域ｂ 

今回の地震の震源付近では 1936 年および

1978 年宮城県沖地震が発生している。（  ） 

Ａ

Ｂ

Ｂ

2005 年８月 16日 11時 46分に宮城県沖の深

さ 42km で M7.2（最大震度６弱）の地震が発生

した。発震機構は西北西－東南東方向に圧力軸

を持つ逆断層型で、太平洋プレートと陸のプレ

ートの境界で発生した地震である。 

余震活動は次第に減衰しているが、24日頃

からは余震域から東北東に約 100km 離れた場

所で活動が活発化した。また、９月 12日には

これまでの最大となる M4.7（最大震度２）の

余震が発生している（  ） Ａ

領域ｂ内の地震活動経過図、回数積算図 
（８月 15 日以降、深さ 70km 以浅） 

Ａ

Ｂ

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

領域ｂ内の 

時空間分布図 

（東西投影、 

８月 15 日以降、 

深さ 70km 以浅） 

今回の地震 

最大の余震 

最大の余震 



気象庁作成 

 
2005 年８月 16 日 宮城県沖の地震（過去の活動との比較） 

今回の地震 

1978 年宮城県沖地震 

Ａ１ 

Ａ２ 

Ｂ 

震央分布図 （1978 年６月 12 日～27 日、M≧2.0〔○で表示〕と 
       2005 年８月 16 日～31 日、M≧2.0〔△で表示〕を重ねあわせた）  

領域Ａ１、Ａ２、およびＢは地震

調査委員会による宮城県沖地震

の想定震源域。 

 

Ａ１、Ａ２は単独で発生する場合

（Ａ１またはＡ２）。 

 

ＢはＡ１、Ａ２と連動して発生す

る場合（Ａ１＋Ａ２＋Ｂ）。 

震央分布図 （1933 年以降に宮城県沖で発生した M7.0 以上の地震の余震分布の重ね合わせ）  

：1933 年６月 19 日から１か月間 

：1936 年 11 月３日から１か月間 

：1937 年７月 27 日から１か月間 

：1978 年６月 12 日から１か月間 

：2005 年８月 16 日～31日 



気象庁作成 

 

 2005 年８月 16 日の宮城県沖の地震（M7.2）の数日後から、さらに東側の海溝寄りで地震活動

が始まり、８月 24日に M6.3 の地震［宮城県沖］、さらに８月 31 日にも M6.3 の地震［三陸沖］が

発生した。これらの地震は太平洋プレートと陸のプレートの境界で発生した地震と考えられる。

地震活動は９月に入って減衰しつつある。また、８月 26 日には福島県沖の海溝寄りでも M5.4 の

地震（最大震度２）が発生した。この地震の余震は観測されていない。（  ） 

震央分布図（1923 年８月以降、M≧5.0） 

８月 24 日、31 日 宮城県沖（海溝寄り）の地震 

震央分布図（2005 年８月 16 日以降、M≧1.5） 

今回の地震 

領域ａ 

領域ｃ内の地震活動経過図、 

回数積算図 

領域ａ内の地震活動経過図、 

回数積算図 

今回の地震② 

領域ｃ 

Ａ

Ａ

 1923 年８月以降の活動をみると、今回の地

震の震央付近では、過去に M6～7 の地震が数多

く発生している。1978 年宮城県沖地震の後、

数年間程度活発な活動がみられ、1981 年１月

19 日には M7.0 の地震が発生した。（  ） Ｂ

Ｂ

発震機構はＣＭＴ解（下半球投影） 

今回の地震① 

領域ｂ 

領域ｂ内の地震活動経過図、 

回数積算図 



 

２００５年８月１６日 宮城県沖の地震の震源過程 

 2005 年 8 月 16 日 11 時 46 分に、宮城県沖で発生した地震(Ｍ=7.2)について、IRIS-DMC より広帯域地震

計記録を取得し、遠地実体波の解析（*1）を行った。 

 

・ 解析結果と余震分布 

 

 (*1) 解析に使用したプログラム M.Kikuchi and H.Kanamori, Note on Teleseismic Body Wave Inversion Program, 

http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/ETAL/KIKUCHI/ 

 
気象庁作成 

8 月 18 日までの震央分布 
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本震・余震の震源分布と３次元Ｐ波速度構造モデル

Fig.2 2005年8月16日に発生した地震（黄色）およびその余震（赤丸）の震源分布．余震は本震発生時から8月
19日10:10までに東北大学微小地震観測網で観測されたもの．海底地震観測により推定された３次元P波
速度構造モデル（カラースケールで示す）を用い，陸上観測点のデータから求めた．白丸は速度構造の
推定に用いた海底地震観測データによって決定された2002年6月～2004年4月までに発生した地震の震源
分布．断面図中の白の実線の内側が，十分な分解能で構造変化が推定されている範囲．

東北大学資料










